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(57)【要約】

【課題】簡便かつ効率的で安全性の高い、家畜の分娩後

のケトーシスを予防するための動物医薬剤、方法等を提

供する。

【解決手段】フラクトース２分子が結合したオリゴ糖で

あるダイフラクトースアンハイドライド　ＩＩＩ（ＤＦ

Ａ　ＩＩＩ）を有効成分とし、家畜の分娩前２週間から

分娩後１週間の間において、ＤＦＡ ＩＩＩを５～５０

ｇ／個体の量で経口投与されるように用いられ、家畜の

分娩後の血中ケトン体濃度を１４００μｍｏｌ／Ｌ未満

として、ケトーシスを予防する。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 有 効 成 分 と し 、 家 畜 の

分 娩 前 ２ 週 間 か ら 分 娩 後 １ 週 間 の 間 に お い て 、 １ 日 あ た り ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ

イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ ） を ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 個 体 の 量 で 経 口 投 与 さ れ る よ う に 用 い ら れ

、 家 畜 の 分 娩 後 の 血 中 ケ ト ン 体 濃 度 を １ ４ ０ ０ μ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 未 満 と す る こ と を 特 徴 と す る

、 家 畜 の 分 娩 後 の ケ ト ー シ ス 予 防 剤 。

【 請 求 項 ２ 】

　 家 畜 が 、 反 芻 家 畜 、 馬 、 豚 、 犬 、 猫 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す

る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 剤 。

【 請 求 項 ３ 】

　 反 芻 家 畜 が 、 牛 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求

項 ２ に 記 載 の 剤 。

【 請 求 項 ４ 】

　 家 畜 の 分 娩 前 ２ 週 間 か ら 分 娩 後 １ 週 間 の 間 に お い て 、 １ 日 あ た り ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン

ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ ） を ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 個 体 の 量 で 経 口 投 与 又 は 給 与 す る

こ と を 特 徴 と す る 、 家 畜 の 分 娩 後 の 血 中 ケ ト ン 体 濃 度 を １ ４ ０ ０ μ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 未 満 と し て

ケ ト ー シ ス を 予 防 す る 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 家 畜 が 、 反 芻 家 畜 、 馬 、 豚 、 犬 、 猫 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す

る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

反 芻 家 畜 が 、 牛 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項

５ に 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 家 畜 の 分 娩 後 の ケ ト ー シ ス を 予 防 す る 技 術 に 関 す る も の で あ る 。 詳 細 に は 、

家 畜 （ 反 芻 家 畜 、 豚 、 馬 な ど ） に お い て 、 分 娩 後 の ケ ト ー シ ス を 予 防 す る た め の 動 物 医 薬

剤 、 方 法 等 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 乳 牛 な ど の 家 畜 に お い て 、 一 時 的 に 飼 料 採 食 量 （ 飼 料 摂 取 量 ） が 低 下 す る 現 象 が 見 ら れ

る 場 合 が あ る 。 特 に 、 急 激 な 代 謝 的 変 化 を 迎 え 、 多 く の エ ネ ル ギ ー を 必 要 と す る 分 娩 前 後

（ 例 え ば 分 娩 直 前 の 数 日 間 、 分 娩 直 後 な ど ） に お い て 、 飼 料 採 食 量 が 著 し く 低 下 す る 場 合

が あ る こ と が 広 く 知 ら れ て い る 。 こ れ は 、 胎 児 の 成 長 に よ る 消 化 管 圧 迫 ・ 縮 小 、 分 娩 に よ

る ホ ル モ ン 状 態 の 変 化 な ど が 原 因 と し て 考 え ら れ て い る が 、 こ の 現 象 の 明 確 な 理 由 は 未 だ

不 明 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 乳 牛 な ど の 家 畜 は 、 分 娩 前 の 胎 児 へ の 栄 養 要 求 や 分 娩 後 の 泌 乳 の た め に 、 分 娩 前 後 に お

い て エ ネ ル ギ ー 要 求 性 が 高 く な る 。 し か し 、 上 述 の 飼 料 採 食 量 の 低 下 、 ホ ル モ ン バ ラ ン ス

の く ず れ な ど の 要 因 に よ り 、 エ ネ ル ギ ー 要 求 量 と 摂 取 量 の 不 均 衡 状 態 （ い わ ゆ る 負 の エ ネ

ル ギ ー バ ラ ン ス ） と な る 場 合 が 多 く あ る 。 こ の 場 合 、 体 内 に あ る 自 ら の 体 脂 肪 を エ ネ ル ギ

ー に 変 え よ う と す る 働 き が 起 こ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 例 え ば 、 乳 牛 の 体 内 で は 、 栄 養 が 必 要 な 時 に 飼 料 摂 取 量 が 低 い と 、 体 脂 肪 か ら 遊 離 脂 肪

酸 （ Ｎ Ｅ Ｆ Ａ ） が 放 出 さ れ 、 一 時 的 に 中 性 脂 肪 と し て 肝 臓 に 蓄 え ら れ る 。 蓄 え ら れ た 中 性

脂 肪 は リ ポ タ ン パ ク （ Ｖ Ｌ Ｄ Ｌ ） と し て 肝 臓 か ら 血 中 へ 放 出 さ れ 、 母 牛 の エ ネ ル ギ ー と な

る 。 し か し 、 肝 臓 へ の Ｎ Ｅ Ｆ Ａ 流 入 が 増 加 し 肝 臓 に 蓄 積 さ れ る こ と に よ っ て 、 脂 肪 肝 、 ケ

ト ー シ ス 等 の 疾 病 （ 周 産 期 疾 病 ） を 招 い て し ま う 場 合 が あ る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。 こ れ が 、

10

20

30

40

50



(3) JP  2014-132028  A   2014.7.17

結 果 的 に 乳 生 産 低 下 や 繁 殖 成 績 悪 化 な ど に つ な が っ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 家 畜 の 飼 料 採 食 量 低 下 の 対 策 と し て は 、 家 畜 舎 の 換 気 を 良 好 に す る 、 飼 料 の 給 与 回

数 を 増 や す 、 粗 飼 料 の 切 断 長 を 短 め に す る 、 採 食 刺 激 を 与 え る 、 良 質 の 粗 飼 料 を 与 え る 、

等 が 提 案 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ ） 。 し か し 、 こ れ ら の 方 法 で は 、 家 畜 の 管 理 労 力 が 非

常 に 増 大 し 、 好 ま し い 方 法 と は い え な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 他 に も 、 ア ミ ノ 化 合 物 中 性 塩 酸 塩 等 の 給 与 に よ る 生 体 内 の ア ニ オ ン 調 節 及 び 疾 病 防

止 （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ ） 、 プ ロ ピ オ ン 酸 含 有 飼 料 （ 特 許 文 献 ３ ） 給 与 な ど が 提 案 さ

れ て い る が 、 い ず れ の 方 法 も 十 分 な 効 果 を 挙 げ て い る と は 言 え ず 、 よ り 簡 便 で 効 果 的 に 家

畜 の 飼 料 採 食 量 低 下 を 抑 制 で き る 成 分 、 方 法 の 開 発 が 望 ま れ て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ０ ２ ９ ４ ６ ９ 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ０ ３ ２ ６ ９ ６ 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ２ ５ ３ ６ ７ 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 日 本 家 畜 臨 床 学 会 誌 、 ２ ８ 巻 １ 号 、 ２ ０ ０ ５ 年

【 非 特 許 文 献 ２ 】 Ｄ ａ ｉ ｒ ｙ Ｊ ａ ｐ ａ ｎ ２ ０ ０ ５ 年 １ ０ 月 臨 時 増 刊 号 、 「 こ れ だ け は 知

っ て お き た い 周 産 期 の 管 理 」 、 ２ ０ ０ ５ 年 １ ０ 月 ５ 日

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 簡 便 か つ 効 率 的 で 安 全 性 の 高 い 、 家 畜 の 分 娩 後 の ケ ト ー シ ス を 予 防 す る た め

の 動 物 医 薬 剤 、 方 法 等 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 者 ら は 鋭 意 研 究 の 結 果 、 フ ラ ク ト ー ス ２ 分 子 が 結 合 し

た オ リ ゴ 糖 で あ る ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ ） を 有 効 成

分 と し 、 家 畜 の 分 娩 前 ２ 週 間 か ら 分 娩 後 １ 週 間 の 間 に お い て 、 １ 日 あ た り Ｄ Ｆ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ

を ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 個 体 の 量 で 経 口 投 与 さ れ る よ う に 用 い ら れ る こ と で 、 家 畜 の 分 娩 後 の ケ ト

ー シ ス を 予 防 で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 次 の と お り で あ る 。

（ １ ） ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ ） を 有 効 成 分 と し 、 家

畜 の 分 娩 前 ２ 週 間 か ら 分 娩 後 １ 週 間 の 間 に お い て 、 １ 日 あ た り ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ

ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ ） を ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 個 体 の 量 で 経 口 投 与 さ れ る よ う に 用 い

ら れ 、 家 畜 の 分 娩 後 の 血 中 ケ ト ン 体 濃 度 を １ ４ ０ ０ μ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 未 満 と す る こ と を 特 徴 と

す る 、 家 畜 の 分 娩 後 の ケ ト ー シ ス 予 防 剤 。

（ ２ ） 家 畜 が 、 反 芻 家 畜 、 馬 、 豚 、 犬 、 猫 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴

と す る 、 （ １ ） に 記 載 の 剤 。

（ ３ ） 反 芻 家 畜 が 、 牛 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、

（ ２ ） に 記 載 の 剤 。

（ ４ ） 家 畜 の 分 娩 前 ２ 週 間 か ら 分 娩 後 １ 週 間 の 間 に お い て 、 １ 日 あ た り ダ イ フ ラ ク ト ー ス

ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ Ｉ Ｉ Ｉ ） を ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 個 体 の 量 で 経 口 投 与 又 は 給 与

す る こ と を 特 徴 と す る 、 家 畜 の 分 娩 後 の 血 中 ケ ト ン 体 濃 度 を １ ４ ０ ０ μ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ 未 満 と

し て ケ ト ー シ ス を 予 防 す る 方 法 。

（ ５ ） 家 畜 が 、 反 芻 家 畜 、 馬 、 豚 、 犬 、 猫 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴
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と す る 、 （ ４ ） に 記 載 の 方 法 。

（ ６ ） 反 芻 家 畜 が 、 牛 、 羊 、 山 羊 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、

（ ５ ） に 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 家 畜 に ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 分 娩 前 ２ 週 間 か ら

分 娩 後 １ 週 間 の 間 に お い て １ 日 あ た り ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 個 体 の 量 で 経 口 投 与 す る だ け で 、 家 畜

の 分 娩 後 の ケ ト ー シ ス を 予 防 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 家 畜 の 生 産 性 （ 乳 生 産 性 、 食 用

肉 生 産 性 な ど ） を 高 め る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 群 （ Ｄ ） 及 び 対 照 群 （ Ｃ ） の 牛 の 分 娩 前 後 の 飼 料 乾 物 摂 取 量

を 示 す 。

【 図 ２ 】 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 群 （ Ｄ ） 及 び 対 照 群 （ Ｃ ） の 牛 の 分 娩 前 後 の 代 謝 体 重 あ た り

飼 料 乾 物 摂 取 量 を 示 す 。

【 図 ３ 】 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 群 （ Ｄ ） 及 び 対 照 群 （ Ｃ ） の 牛 の 分 娩 後 ６ 週 間 （ 分 娩 後 ４ ２

日 間 ） の 乳 生 産 量 を 示 す 。

【 図 ４ 】 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 群 （ Ｄ ） 及 び 対 照 群 （ Ｃ ） の 牛 の 分 娩 前 後 の 血 中 カ ル シ ウ ム

濃 度 の 変 化 を 示 す 。

【 図 ５ 】 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 群 （ Ｄ ） 及 び 対 照 群 （ Ｃ ） の 牛 の 分 娩 前 後 の 血 中 グ ル コ ー ス

濃 度 の 変 化 を 示 す 。

【 図 ６ 】 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 群 （ Ｄ ） 及 び 対 照 群 （ Ｃ ） の 牛 の 分 娩 前 後 の 血 中 遊 離 脂 肪 酸

（ Ｎ Ｅ Ｆ Ａ ） 濃 度 の 変 化 を 示 す 。

【 図 ７ 】 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 群 （ Ｄ ） 及 び 対 照 群 （ Ｃ ） の 牛 の 分 娩 前 後 の 血 中 ケ ト ン 体 （

β ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 、 Ｂ Ｈ Ｂ Ａ ） 濃 度 の 変 化 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 有 効 成 分 と し て 使 用 す

る 。 ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ （ Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 、 Ｄ ｉ ｆ ｒ ｕ ｃ ｔ ｏ ｓ ｅ

　 ａ ｎ ｈ ｙ ｄ ｒ ｉ ｄ ｅ 　 Ｉ Ｉ Ｉ ） は 、 フ ラ ク ト ー ス ２ 分 子 が 結 合 し た オ リ ゴ 糖 で あ り 、 砂

糖 の 半 分 程 度 の 甘 味 が あ り 、 難 消 化 性 で 、 カ ル シ ウ ム を は じ め と す る ミ ネ ラ ル の 吸 収 促 進

効 果 が ヒ ト や ラ ッ ト で 確 認 さ れ て い る 等 の 特 徴 が あ る 。 例 え ば 、 軟 白 野 菜 と し て も 利 用 さ

れ る チ コ リ の 貯 蔵 物 質 で あ る イ ヌ リ ン を 原 料 に 製 造 さ れ る 精 製 結 晶 な ど を 用 い る こ と が で

き る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 形 態 も 粉 末 状 、 顆 粒 状 、 液 状 、 ペ ー ス ト 状 等 ど

の よ う な も の で も 使 用 す る こ と が で き 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ

Ｉ Ｉ の 精 製 品 に 限 ら ず 、 粗 精 製 品 、 製 造 工 程 に お い て 生 成 す る 中 間 生 成 物 、 同 排 液 、 及 び

こ れ ら の 処 理 物 （ 濃 縮 物 、 ペ ー ス ト 化 物 、 乾 燥 物 、 希 釈 物 、 懸 濁 物 、 乳 化 物 な ど ） か ら 選

ば れ る 少 な く と も ひ と つ を 使 用 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ が 有 効 量 含

有 さ れ て い れ ば 、 製 造 工 程 で 得 ら れ る 多 少 純 度 の 低 い シ ラ ッ プ （ 粗 シ ラ ッ プ ） な ど で も 良

い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 対 象 と な る 家 畜 は 、 乳 や 肉 な ど を ヒ ト が 利 用 す る 反 芻 家 畜 （ 乳 牛 、 肉 牛 、 羊 、

山 羊 な ど ） 、 馬 、 豚 や 、 毛 ・ 皮 や 労 働 力 利 用 な ど が さ れ て い る 犬 、 猫 な ど が 例 示 さ れ る が

、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に 係 る ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る 組 成

物 は 、 家 畜 へ 経 口 投 与 又 は 給 与 を 行 う 。 投 与 量 は 、 例 え ば 乳 牛 に お い て は 、 １ 日 あ た り ダ

イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ と し て ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 個 体 （ つ ま り 家 畜 １ 頭 あ た り

Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ と し て ５ ～ ５ ０ ｇ ／ 日 ） 、 好 ま し く は １ ５ ～ ４ ０ ｇ ／ 個 体 、 更 に 好 ま し く

は ３ ０ ～ ４ ０ ｇ ／ 個 体 の 量 に て 投 与 す る の が 有 効 で あ る 。 牛 以 外 の 家 畜 に つ い て も 、 当 該
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投 与 量 と 同 じ で も 良 い し 、 こ の 数 値 か ら 所 定 の 換 算 等 を 行 っ て 投 与 量 を 設 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 有 効 成 分 と し て 含 有 す

る 組 成 物 の 投 与 方 法 に つ い て は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 家 畜 の 分 娩 前 及 び ／

又 は 分 娩 後 に 継 続 し て （ 毎 日 ） 投 与 す る の が 好 ま し い 。 特 に 、 家 畜 の 分 娩 前 ３ 週 間 か ら 分

娩 後 ３ 週 間 の 間 に お い て 、 ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 分 娩 を 挟 ん で ３ 週

間 以 上 （ 好 ま し く は ３ ～ ６ 週 間 ） 経 口 投 与 又 は 給 与 す る と よ り 効 果 的 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 有 効 成 分 と し て 含 有

す る 組 成 物 の 経 口 投 与 又 は 給 与 に よ り 、 特 に 分 娩 前 後 の 飼 料 採 食 量 低 下 を 抑 制 し て 負 の エ

ネ ル ギ ー バ ラ ン ス 状 態 を 改 善 し 、 体 脂 肪 か ら の 脂 肪 酸 遊 離 を 抑 制 し て 、 脂 肪 肝 や ケ ト ー シ

ス 等 の 周 産 期 疾 病 な ど を 予 防 、 治 療 す る こ と が で き る 。

　 し た が っ て 、 ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る 組 成

物 と し て 、 家 畜 の 脂 肪 肝 予 防 治 療 剤 、 家 畜 の ケ ト ー シ ス 予 防 治 療 剤 等 と し て も 提 供 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 動 物 医 薬 の 場 合 、 そ の 形 態 と し て は 例 え ば 粉 末 剤 、 顆 粒 剤 、 シ ロ ッ プ 剤 等 を あ げ る こ と

が で き る 。 こ れ ら の 各 種 製 剤 は 、 有 効 成 分 と な る ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ

Ｉ の み を 投 与 で き る よ う 単 独 成 分 と し て 製 剤 化 し て も 良 い し 、 必 要 で あ れ ば 医 薬 の 製 剤 技

術 分 野 に お い て 通 常 使 用 し う る 既 知 の 補 助 剤 を 併 用 し て 、 定 法 に よ り 製 剤 化 す る こ と も で

き る 。

　 療 養 用 飼 料 組 成 物 と し て の 形 態 に つ い て も 限 定 は な く 、 家 畜 が 摂 食 し や す い よ う に 固 体

状 （ 粉 末 、 顆 粒 状 そ の 他 ） 、 ゲ ル 状 、 ペ ー ス ト 状 、 液 状 な い し は 懸 濁 状 な ど 、 さ ら に は こ

れ ら を 通 常 の 飼 料 に 添 加 、 混 合 す る な ど 、 適 宜 選 択 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 記 の よ う な 組 成 物 を 家 畜 に 経 口 投 与 又 は 給 与 す る だ け で 、 家 畜 の 各 種 周 産 期 疾 病 発 生

等 を 予 防 し て 、 家 畜 の 生 産 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 方 法 は 、 単 に ダ イ フ

ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る 組 成 物 を 家 畜 に 投 与 等 す る

の み で あ り 、 家 畜 の 管 理 労 力 が 非 常 に 少 な く 簡 便 か つ 効 率 的 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 述 べ る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 の み に 限 定 さ れ る も

の で は な い 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

（ ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ の 経 産 牛 へ の 投 与 試 験 ）

　 ダ イ フ ラ ク ト ー ス ア ン ハ イ ド ラ イ ド Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 の 経 産 牛 へ の 影 響 （ 飼 料 採 食 性 、 血 液 中

の 成 分 の 変 化 ） を 確 認 す る た め 、 以 下 の 試 験 を 実 施 し た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 経 産 牛 １ ２ 頭 を ２ 群 に 分 け 、 一 方 の 群 に は Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ （ 日 本 甜 菜 製 糖 株 式 会 社 製 、

純 度 ９ ５ ％ 以 上 ） を 経 口 投 与 し （ Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 ） 、 も う 一 方 は 無 投 与 の 対 照 群 と し た

。 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 に は 、 牛 １ 頭 に 対 し 分 娩 予 定 ２ 週 間 前 か ら 分 娩 後 １ 週 間 ま で １ 日 あ た

り ４ ０ ｇ と な る よ う Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ を 経 口 投 与 し 、 両 群 に つ い て 分 娩 ３ 週 間 前 か ら 分 娩 ３

週 間 後 ま で 毎 日 飼 料 採 食 量 を 調 査 し た 。 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ の 投 与 は 、 ビ ー ト パ ル プ に Ｄ Ｆ Ａ

　 Ｉ Ｉ Ｉ の 粗 シ ラ ッ プ を 添 加 し た 飼 料 （ Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 　 ２ ０ ％ 含 有 ） を 所 要 量 給 与 す る

よ う に し て 行 っ た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 な お 、 牛 の 飼 料 採 食 量 は 、 飼 料 給 与 量 （ 乾 物 ） か ら 残 飼 量 （ 乾 物 ） を 引 い た 量 （ 乾 物 摂

取 量 ） と し た 。 ま た 、 各 個 体 の 大 き さ に よ る 採 食 量 へ の 影 響 を 考 慮 す る た め 、 代 謝 体 重 あ

た り の 乾 物 摂 取 量 （ 乾 物 摂 取 量 ÷ 体 重
０ ． ７ ５

） も 確 認 し た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 さ ら に は 、 泌 乳 量 及 び 血 液 成 分 か ら の 栄 養 状 態 を 確 認 す る た め に 、 分 娩 後 ６ 週 間 の 乳 量

を 確 認 し 、 あ わ せ て 、 分 娩 ３ 週 間 前 か ら 分 娩 ６ 週 間 後 ま で の 血 液 成 分 も 確 認 し た 。 な お 、

分 娩 ６ 週 ま で 毎 週 牛 の 体 重 を 測 定 し 、 乾 物 摂 取 量 、 乳 量 、 及 び 血 液 中 の 成 分 に つ い て ｔ 検

定 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 結 果 と し て は 、 ま ず 飼 料 採 食 量 （ 乾 物 摂 取 量 ） は 、 図 １ に 示 す よ う に 分 娩 前 後 ３ 週 間 の

全 て に お い て Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 の 方 が 高 か っ た 。 特 に 、 １ 週 間 目 （ 分 娩 １ ～ ７ 日 後 ） と ３

週 間 目 （ 分 娩 １ ５ ～ ２ １ 日 後 ） は 有 意 に 高 か っ た （ ＋ １ ｗ ｋ ： Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ 、 ＋ ３ ｗ ｋ ：

Ｐ ＜ ０ ． １ ０ ） 。

　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 代 謝 体 重 当 た り 乾 物 摂 取 量 も 、 分 娩 前 後 ３ 週 間 の 全 て に お い て

Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 の 方 が 高 か っ た 。 特 に 、 １ 週 間 目 と ３ 週 間 目 は 有 意 に 高 か っ た （ Ｐ ＜ ０

． １ ０ ） 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 さ ら に 乳 生 産 量 は 、 図 ３ に 示 し た よ う に Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ の 経 口 投 与 に よ り 、 若 干 高 く な

る 傾 向 を 示 し た 。

　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 血 中 カ ル シ ウ ム 濃 度 は 分 娩 時 に 大 き く 低 下 し た が 、 Ｄ Ｆ Ａ 　

Ｉ Ｉ Ｉ 群 は 分 娩 の 半 日 後 に は ９ ｍ ｇ ／ ｄ ｌ 程 度 ま で 回 復 し た の に 対 し 、 対 照 群 は 分 娩 の ２

日 後 ま で 回 復 が 遅 れ た 。

　 図 ５ に 示 し た よ う に 、 血 中 グ ル コ ー ス 濃 度 に つ い て も Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 は 対 照 群 と 比 較

し て 高 く 推 移 し た 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 そ し て 、 そ の 他 の 血 液 中 の 成 分 に つ い て は 、 図 ６ に 示 す と お り 血 中 遊 離 脂 肪 酸 （ Ｎ Ｅ Ｆ

Ａ ） 濃 度 は 、 分 娩 後 ３ 週 間 に お い て Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 で 低 く 推 移 し た 。 特 に 、 分 娩 後 １ ２

、 １ ８ 、 ４ ８ 時 間 後 は 、 有 意 に 低 か っ た （ Ｐ ＜ ０ ． １ ０ ） 。

　 Ｎ Ｅ Ｆ Ａ は 脂 肪 動 員 を 直 接 反 映 す る こ と か ら エ ネ ル ギ ー 代 謝 の 指 標 と な る 。 す な わ ち 、

乳 牛 が エ ネ ル ギ ー 不 足 に 陥 る と 、 脂 肪 組 織 で は そ の エ ネ ル ギ ー 不 足 を 補 う た め 、 体 脂 肪 が

分 解 さ れ Ｎ Ｅ Ｆ Ａ が 血 中 に 放 出 さ れ る 。 一 般 的 に 泌 乳 初 期 に Ｎ Ｅ Ｆ Ａ は 増 加 す る が 、 こ れ

は 泌 乳 開 始 に 伴 う エ ネ ル ギ ー 要 求 量 の 増 加 に 採 食 量 が 追 い つ か ず エ ネ ル ギ ー 不 足 と な り 、

こ れ を 補 う た め に 体 脂 肪 が 動 員 さ れ た 結 果 と さ れ て い る 。

　 そ こ で 、 エ ネ ル ギ ー 不 足 の 基 準 値 で あ る Ｎ Ｅ Ｆ Ａ ８ ０ ０ μ Ｅ ｑ ／ Ｌ を 上 回 っ た 個 体 数 を

比 較 す る と 、 表 １ に 示 す よ う に Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 で 少 な か っ た 。

　 ま た 、 血 中 ケ ト ン 体 （ β ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 ： Ｂ Ｈ Ｂ Ａ ） 濃 度 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 対 照 群

に 比 べ Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 で 低 く 推 移 し 、 表 ２ に 示 す よ う に ケ ト ー シ ス の 基 準 値 で あ る １ ４

０ ０ μ ｍ ｏ ｌ ／ Ｌ を 上 回 っ た 個 体 数 を 比 較 す る と 、 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 群 で 有 意 に 少 な か っ た

（ Ｐ ＜ ０ ． １ ０ ） 。

　 な お 、 エ ネ ル ギ ー 不 足 及 び ケ ト ー シ ス の 基 準 値 は 家 畜 共 済 の 診 療 指 針 （ 全 国 農 業 共 済 会

； 平 成 １ ４ 年 ） に よ る も の で あ る 。 ま た 、 表 １ 及 び 表 ２ の 、 基 準 値 を 超 え る 個 体 数 の 比 較

に お い て は 、 Ｆ ｉ ｓ ｈ ｅ ｒ の 正 確 確 率 検 定 を 採 用 し て 検 定 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ れ ら の 結 果 か ら 、 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 経 口 投 与 に よ る 分 娩 前 後 の 飼 料 採 食 量 の 顕 著 な 増 加

・ 回 復 を 確 認 で き た 。 ま た 、 分 娩 前 後 に お け る 血 中 遊 離 脂 肪 酸 濃 度 や β ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 濃

度 か ら も 飼 料 採 食 量 増 加 に よ る 負 の エ ネ ル ギ ー バ ラ ン ス 状 態 の 改 善 が 示 唆 さ れ た 。 さ ら に

、 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ の 低 カ ル シ ウ ム 血 症 予 防 改 善 効 果 は 既 に 知 ら れ て い る が 、 本 試 験 に お い

て も 同 様 の 効 果 を 確 認 し た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 低 カ ル シ ウ ム 血 症 は 消 化 管 運 動 を 抑 制 し 、 飼 料 摂 取 量 低 下 の 原 因 と な る と 推 察 さ れ 、 本

試 験 に お い て は 、 Ｄ Ｆ Ａ 　 Ｉ Ｉ Ｉ 投 与 に よ り 分 娩 後 早 期 の 低 カ ル シ ウ ム 血 症 由 来 の 消 化 管

運 動 性 低 下 が 抑 制 さ れ 、 飼 料 採 食 量 の 増 加 に つ な が っ た と 推 察 さ れ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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